
2018年 2月 8日宮崎県外科医会冬季講演

会を終えて 

 

宮崎県外科医会 会長 白尾一定 

 

2018年 2月 8日に宮崎県外科医会冬季

講演会が宮崎県医師会館にて開催された。

テーマは「この疾患に対するわたしの工

夫」で、司会は、宮崎県外科医会副会長

の宮本耕次先生、一般演題は 9題、「熟練

外科医から若手外科医」は、宮崎善仁会病院の関谷亮先生に「私が経験した訴訟症例、訴

訟になりそうであった症例の検討、等々」について講演して頂いた。座長は、宮崎大学外

科長友謙三先生、県立宮崎病院岩崎あや香先生、都城医療センター杉原栄孝先生、南部病

院八尋陽平先生でした。座長の先生には一般演題の感想を HP に提示して頂く予定です。

一般演題の中で、メディカルシティ東部病院外科の東秀史先生の「門脈圧亢進症に対して

脾肺固着術を行った 1 例」については、歴史的背景から術式の解説まで詳しく説明して頂

いた。宮崎善仁会病院の関谷亮先生の「私が経験した訴訟症例、訴訟になりそうであった

症例の検討、等々」は、自ら経験された訴訟関連症例の説明、外科医として知っておかな

ければならない訴訟への対応、NCD の手術関連死亡のデータ等広く説明して頂いた。「何

よりも、一旦裁判になった時は上司が当事者を助ける。できるだけ当事者を裁判に行かせ

ないようにする。裁判は弁護士にお任せして、私達は医師として、患者さんにのために精

一杯尽くしていくべきである」など臨床外科医への貴重な助言を頂いた。一般演題への質

問も多く活発に議論されました。参加して頂いた皆様有難う御座いました。次回は 8 月 16

日に「夏季講演会」を開催します。夏季講演会は若手外科医、研修医発表の場としていま

すので宜しくお願い致します。 

 

 

 


